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石仏の魅力



　神奈中南原バス停から東北側の辻（つじ）にある石仏群。市博物館のサークル「石仏を調べる会」の会員が、高さを測っています。今週末から博物館で、秋期特別展「平塚の石仏　3058の祈りと願い」を開きます。皆さんも、石仏の魅力に触れてみませんか。
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山ノ神青年会館（上吉沢1240-1）の南側にある石仏群。左端は徳本名号塔（とくほんみょうごうとう）。



　道端や境内にたたずむ地蔵や庚申塔（こうしんとう）……。私たちの身近な場所に、さまざまな石仏があります。

　市博物館では民俗学の観点から、長年にわたって市内の石仏を調査しています。今回開催する秋期特別展は「石仏」をキーワードに、平塚の民俗や文化をひもときます。

問：博物館　電話：0463-33-5111



30年にわたる調査研究


庶民の信仰や慣習探る

　博物館秋期特別展「平塚の石仏」を、博物館特別展示室で開催します。サブタイトルの「3058」は、博物館サークル「石仏を調べる会」が今まで調査・記録してきた市内の石仏のうち、現存しているものの数です。7基のレプリカと250枚の写真パネル、映像資料のほか、実物の石仏も展示します。

　担当の浜野達也学芸員（次写真）は「3058基の石仏は、人々のいろいろな祈りや願いを込めて建てられたはずです。現代に生きる人たちも、今なお石仏を身近な信仰の対象にしています」と説明します。豊田本郷の事例（次囲み）など市内で続けられている念仏講も、その一例です。

　「庶民の信仰の実態が古文書などの文字できちんと残ることは、ほとんどありません。石仏を調べることは、昔の信仰や、そこから生まれた地域の慣習などを探る重要な手掛かりになります」と、調査の意義を語ります。
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2度の調査で内容充実

「石仏の全市的な調査は、これまで2回行っています。約30年前から12年ほど掛けて1回目の調査をしました。しかし、調査漏れがあったり、調査後に新たな石仏が作られていたりするほか、データベース化が追いついていないなどの課題もありました」

　そこで浜野学芸員と同会は15年前から2回目の調査に取りかかり、並行して会員がデータベース化を完了させました。これまでの調査の記録は冊子「平塚の石仏」としてまとめて博物館で販売しています。1回目の調査結果をまとめた旧版と、2回目の調査結果をまとめた改訂版とがあります。改訂版の最終巻に当たる第10巻は、年内に販売する予定です。

　1回目で調査した石仏は2053基でしたが、2回目では3058基が確認できました。「2回目で、未発見の石仏をたくさんすくい上げました。また、冊子の改訂版は数だけでなく、内容的にも充実させました。写真を多く使い、です」と、再調査の成果を語ります。

　調査結果を踏まえ、特別展の図録は、浜野学芸員と同会の会員が分担執筆しました。「熱心に現地調査をし、地域の人に取材をして原稿を書き上げました。今回の特別展は、長年の調査の集大成です」



地域で親しまれる石仏


　西町自治会館（豊田本郷1514）の北の地蔵。地元の方が地蔵の前で念仏を唱える「念仏講」をしています。

　最高齢で91歳の大塚房子さん（次写真右）は「私が子どものころは、もっとにぎやかだったわね。大勢の年寄りが集まって、むしろを敷いて念仏講をしたものです」と振り返ります。大塚フサ子さん（次写真中央）は「地域の人に親しまれているお地蔵さんなんですよ。頼りにしている存在ともいえますね。地元の人達でほこらを立て替えたり、おべべを作り替えたりもしています」と話します。渋澤（しぶさわ）晴子さん（次写真左）は「お地蔵さんは子どもを守ってくれるでしょ。小さな孫のいる人が、毎日お花を供えてきれいにしてくれているのよ。田植えの時期には、米の苗をお供えしている人もいるんですよ」とほほ笑みます。

　念仏講の日は、皆でお菓子を食べながらおしゃべりするのも楽しみだ、という皆さん。地域に根付いた石仏は、地域の交流をつくる機会としても一役買っているようです。
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石仏鑑賞のススメ


　浜野学芸員に楽しみ方を聞きました。

①下から見る　地蔵などは、しゃがんで拝むためのもの。下から見上げることで、顔が立派に見えます。

②文字を読む　当時の人がどんな思いで石仏を建てたのかを知る、一番のポイントです。

③形を見る　細かい彫り方にも注目です。例えば庚申塔は時代を追うごとに、猿の数が2匹から3匹に増え、金剛の腕の数も増えます。

④探しに歩く　土屋の駒ケ滝の中腹（次写真・丸部分が石仏）のように、思いがけない場所に石仏があることも。「平塚の石仏」を片手に歩いてみては。
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調べる会の熱意が形に


聞き取り調査を重視

　石仏を調べる会が生まれたのは昭和56年。現在の会員は20人です。

　「石仏を調べるのは大変な作業です。大きさを調べ、イラストを書き、写真を撮り、長い銘文や難解な異体字を読み解き、歴史を探り……。さまざまな知識が必要になります」と、会長の浅野克之さん（次上写真）は語ります。

　表紙のような現地調査のときは、石仏に片栗粉などをかけ文字を読み取ります（次中央写真）。片栗粉は雨に溶けて自然に戻るので、石仏を傷めずに調査できます。大きさなどは調査カードに記入します（次下写真）。このカードが「平塚の石仏」の基礎資料です。

　調べる場所も林の中だったり、季節によっては樹木が生い茂り石仏が見えなくなるところもあったりするため、体力的・物理的な大変さもあります。

　「特別展のために、何日も通い詰めてやっと撮れた写真もあります。苦労した分、撮影に成功すると嬉しいし、思わず誰かに自慢したくなってしまいます」と浅野さんは笑顔を見せます。

　「調査をしていて思うのは、地元の人から地域の風習など昔の話を聞くことが、いかに大切か、ということです」。調査をするからには、単純に石仏そのものを調べるだけでなく、石仏の作られた背景などの「裏側」も調べることを心掛けています。
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庶民による「アート」

　「石仏は『アート』だと思います」と浅野さんは話します。国宝に指定されるような立派な木造の仏像などとは違い、身近で素朴な石仏は、庶民による庶民のための芸術品なのではないか、と考えています。

　「庶民が作った石仏には、作った人の祈りや願いがストレートに込められていると思います。石仏を見ていると、その像を彫った石工の芸術性を感じますし、どんな思いを込めて作られたのだろう……と、思わず想像してしまいます」。石仏は雨ざらしになっているものがほとんどです。いずれは朽ちていく、はかなさがあります。「地蔵などを見ていると、何とも言えないかわいらしさを感じます。傷んでしまったり壊れてしまったものを見ると、少し悲しい気持ちになりますね」。

　特別展では、1年以上掛けて原稿や写真の説明文などを準備してきました。「地域の石仏に関する資料は少ないため、裏付け調査には大変苦労しました。とにかく現場を見て、地元の方に聞き取り調査をするという、地道な作業の上に完成した特別展です。私たちの調査の成果をどうぞ、ご覧ください」



平塚の特徴　庚申塔（こうしんとう）と徳本名号塔（とくほんみょうごうとう）が多い


■庚申塔

　「平塚には、全国レベルで見ても古い時期に作られた、資料的な価値の高い庚申塔が多く残っています」と浜野学芸員。庚申信仰に基づく庚申塔の多くは江戸時代に建てられました。庚申信仰の本尊にまつられる青面金剛（しょうめんこんごう）と、見ざる・言わざる・聞かざるの三猿が彫られたパターンが代表的です。現在、市内には179基の庚申塔があります。札場町の長楽寺と大島の正福寺の庚申塔は、県の文化財にも指定されています。写真は豊田打間木交差点の東側約100メートルの場所にある庚申塔。寛文2（1662）年に作られたもので、三猿のふっくらとした彫り方が特徴です。

　庚申塔で特に状態が良いのは江戸時代前期のもので、安山岩で作られています。写真の庚申塔も安山岩です。安山岩は根府川石とも呼ばれ、硬くて表面がはがれにくいのが特徴です。中期から後期は七沢石が多く使われていますが、柔らかくて加工のしやすい反面、表面がぼろぼろになりやすい欠点があります。そのため、江戸時代前期に作られた古い庚申塔の方が、後期に作られた新しいものよりも状態が良い場合が多いのです。
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右手前から、見ざる、聞かざる、言わざる





■徳本名号塔

　平塚市のもう一つの特徴は、幕末から昭和初期まで流行した、徳本上人（とくほんしょうにん）の名号塔が多くあることです。「名号塔は南無阿弥陀仏（なむあみだぶつ）の六文字を刻んだ碑です。徳本上人は浄土宗の僧で、平塚から徳本上人の有力な弟子が多く出たのが、名号塔が多い理由だと考えられます。県内で最も多い、28基が現存しています」と浜野学芸員。左の写真は博物館2階に展示しているレプリカです（特別展の期間中は会場に展示）。レプリカの元は豊田宮下の大智寺にあり、天保12（1841）年に作られました。徳本上人の独特な書体が目を引きます（次下写真）。

　徳本上人が亡くなった後、現在の平塚市・伊勢原市・厚木市・秦野市・大磯町・二宮町で大きな念仏講を意味する「大会（おおがい）念仏」が組織されました。徳本上人の座像を村から村へ運び念仏講をしました。幕末から昭和にかけて流行しましたが、今ではほとんど途絶えています。
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関連行事もいっぱい　特別展を楽しもう！

問：博物館　電話：0463-33-5111


■連続講話 石との語らい

　特別展にちなみ、イヴニング・ミュージアム・ウイークで「石」をテーマに学芸員が話します。午後5時30分～6時30分。講堂。26日はプラネタリウム室。

・10月21日（火）街の中の石材　古くから使われてきた石材を紹介します。

・22日（水）石とコケ　景色を彩る小さな緑　石仏の上にも小さな緑。コケとは、どんな生き物なのでしょうか。

・23日（木）石の遺跡　グーグルアースの旅　グーグルアースで日本や世界の巨石遺跡を訪ねます。

・24日（金）3058基の石仏年表　年代による石仏の移り変わりを紹介します。

・25日（土）平塚の石仏の石工と石材流通　近世の石工と石材流通を探ります。

・26日（日）太陽系のロゼッタストーン　いん石やすい星など、太陽系で最も始原的な小天体について話します。




■記念講演会

　午後1時30分～3時30分。講堂。

①「石仏への誘（いざな）い」

　日本石仏協会会長の坂口和子さんを招きます。10月12日（日）。

②「石仏調査からわかること」

　元・市博物館学芸員で國學院（こくがくいん）大学教授の小川直之さんが話します。11月16日（日）。




■平塚の石仏を語る

　浜野学芸員と石仏を調べる会の会員が、石仏の楽しみ方や市内の主な石仏などを紹介します。

　11月9日（日）午後1時30分～4時。講堂。「石仏の見方・楽しみ方」「データベースから見た平塚の石仏」「お地蔵さんのご利益と岩船地蔵」など計6テーマ。




■石仏見学会　現地を歩こう！

　石仏を調べる会の会員が、現地を案内・解説します。午前9時30分～午後3時。各20人（抽選）。

①須賀の石仏　10月18日（土）。札場町、千石河岸、高浜台。雨天の場合は25日（土）に順延。

②大山道周辺の石仏　11月23日（祝）。豊田周辺・南原・中原。雨天の場合は30日（日）に順延。

募：必要事項を、はがきで、①は10月9日（木）②は11月13日（木）までに、〒254-0041浅間町12‒41博物館へ。




■特別展展示解説

　10月26日（日）、11月1日（土）・29日（土）、午後1時～1時50分。特別展示室。




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、10月6日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


ものづくり企業を支援します


　製品開発力の向上や、効果的な売り込みの技術の取得を支援します。

　市内に事業所があり、ものづくりに携わっている中小企業5社程度。

募：松風町2-10平塚商工会議所　電話：0463-22-2512　メール：hiratuka@hiratuka-cci.or.jpや同会議所ウェブにある申込書を、メールまたは直接、10月1日（水）～10日（金）午後5時に、同会議所へ。



子育て支援の会員


　地域で子育てを支援したい方を募集します。②の午前と③は保育があります。

①説明会　10月23日（木）午前10時～11時と午後2時～3時。青少年会館。

②オリエンテーション　11月6日（木）午前10時～正午と午後1時30分～3時30分。福祉会館。

③講習会　11月7日（金）・11日（火）・12日（水）・14日（金）、全4回、午前9時30分～午後0時30分。保健センター。

募：②③は、〒254-0084南豊田381ファミリー・サポート・センター　電話：0463-34-7844などにある申込書を、郵送または直接、10月31日（金）までに、同センターへ。



子育て支援講座


　怒鳴らずに子どもをしつけるコモンセンスペアレンティング（CSR）を学びます。

　10月31日（金）午前10時～正午。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。市内在住で小学生以下の子どもがいる方15人（先着順）。

募：電話で、こども家庭課　電話：0463-21-9843へ。



ニート向けの就職相談


　10月14日（火）午前10時～午後5時。青少年会館。15～39歳の就労希望者と保護者8組（先着順）。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



中高年の再就職支援講座


　10月31日（金）。勤労会館。県内在住の40歳以上の方、各40人（抽選）。①応募書類対策　午前10時～午後0時30分②面接対策　午後1時30分～4時30分。

募：開催日時と講座名・必要事項・年齢を、往復はがき・ファクスで、10月21日（火）午後5時までに、〒231-0021横浜市中区日本大通1県雇用対策課　電話：045-210-5867　FAX：045-201-6952へ。県ウェブからも応募できます。



人権について考えませんか


　「子どもと人権」をテーマにした講演会です。未就学児の保育もあります。

　11月14日（金）午前10時～正午。教育会館。市内在住・在勤・在学の方100人（抽選）。

募：必要事項・保育と手話通訳の有無を、電話・はがき・ファクス・メールで、10月31日（金）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



ガイドと巡る文化資源


　中原街道（中原～大磯）コース。自転車・オートバイでは同行できません。

　10月26日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.6キロメートル。荒天中止。神奈中「中原御殿」バス停に集合。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、10月19日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



布ぞうり作り教室


　10月31日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。不要な布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：必要事項を、往復はがきで、10月14日（火）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



親子でキュウリ収穫体験


　市内農家でキュウリを収穫します。JA湘南大型農産物直売所あさつゆ広場（寺田縄424-1）の見学などもします。

　10月25日（土）午前9時～正午。市内在住の小学生と保護者20人（抽選）。500円。

募：電話で、10月10日（金）までに、農水産課　電話：0463-35-8103へ。



暮らしの講座


　最近のお墓事情などについての講座です。1歳以上の未就学児の保育（4人まで）もあります。

　10月25日（土）午前10時～正午。市民活動センター。50人（先着順）。

募：必要事項・保育の有無を、電話・メールで、10月7日（火）から、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



魅（み）せるチラシの作り方講座


　パソコンでワードを操作して、魅力的なチラシの作り方を学びます。

　11月8日（土）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。10人（先着順）。お持ちの方はパソコン（貸し出しは数に限りがあります）。1000円。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



子ども大学ひらつか


　算数マジックや手作り理科実験など、楽しく学べる講座です。東海大学の教授や大学院生が講師をします。

　11月16日～12月14日の日曜日、全3回、午前10時10分～11時40分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。小学校4～6年生で3日間とも参加できる方50人（抽選）。500円程度。

募：子どもの氏名・性別・学校名・学年と保護者の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、10月24日（金）までに、社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



里地里山再生プロジェクト


　11月15日（土）午前10時～午後2時。荒天の場合は16日（日）に延期。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス第2駐車場（土屋2946）集合。市内在住・在勤・在学の方。弁当・飲み物・雨具・帽子・軍手・タオル・着替えなど。作業のできる服装でお越しください。

募：代表者の必要事項と参加者全員の氏名・子どもの年齢を、はがき・ファクス・メールで、11月7日（金）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



防災標語


　最優秀作品は災害対策車に掲示したり、懸垂幕に利用したりします。

　小学生の部、中学生の部、一般（高校生以上）の部。1人1点。未発表の作品に限ります。

募：作品・応募部門・必要事項を、郵送・ファクスまたは直接、10月3日（金）～31日（金）に、本館3階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-1525へ。市ウェブからも応募できます。



婚活ツアーとセミナー


　先着順。

　①JA湘南農業後継者とバスツアー　10月25日（土）午前9時～午後5時。平塚駅北口NTT（明石町1-30）前に集合。独身の女性20人。5000円②相模湾で船釣り体験とバーベキューツアー　10月26日（日）午前9時30分～午後4時。釣り船浅八丸（千石河岸57-13）に集合。独身の男女、各20人。男性8500円・女性6000円③親向けセミナー　11月2日（日）午後2時～4時。フランス料理マリー・ルイーズ（松風町1-16）。未婚の子がいる親20人。5000円（夫婦の場合は2人で9000円）。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブからお申込みください。



下水道排水設備工事の責任技術者


更新講習会　対象者に10月中旬ごろ、申込書を郵送します。平成27年1月26日（月）～28日（水）で、希望する日。サンピアンかわさき（川崎市川崎区富士見2-5-2）。5200円。

責任技術者試験　10月14日（火）～11月14日（金）に本館6階の下水道経営課で申込書を配ります。平成27年2月17日（火）午後1時30分～3時30分。川崎市教育文化会館（川崎市川崎区富士見2-1-3）。5200円。

募：申込書を、郵送で、11月28日（金）までに、〒100-8699東京都千代田区大手町2-6-2東京都下水道サービス　電話：03-3241-0074へ。



道路清掃ボランティア


　10月25日（土）午前10時開始。JR平塚駅周辺。小雨決行。50人（先着順）。

募：「平塚コース」・必要事項を、電話・ファクスで、県道路管理課　電話：045-210-6359　FAX：045-210-8886へ。




[image: 市の嘱託員を募集します]


　平成27年1月1日に採用予定。雇用期間は1年以内。1次試験は平成26年10月25日（土）。パソコンでワード・エクセルの基本操作ができる方。勤務日数は週4日。



健康相談室　保健師の資格がある方1人。職員の心身の健康への指導・相談など。月額15万4,400円。

保健師　保健師の資格があり、自動車の運転ができる方1人。公衆衛生分野の指導・相談など。月額16万2,600円。

助産師　助産師の資格があり、自動車の運転ができる方1人。妊産婦らへの指導・相談。月額15万8,900円。

統計事務　高卒または同程度の学力があり、自動車の運転ができる方2人。統計調査についての事務。月額14万1,900円。

募：本館4階の職員課　電話：0463-21-8762や市ウェブなどにある申込書を、本人が直接、10月3日（金）～17日（金）の平日に、同課へ。



[image: 親子で触れ合って元気に遊ぼう]


　保育士による大型人形劇のほか、親子で楽しめる運動遊び（次写真）などをします。

　11月1日（土）午前10時～11時30分。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。未就学児と保護者300組（先着順）。

募：必要事項・子どもの氏名と年齢を、はがき・ファクス・メールで、保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@へ。


[image: 親子で触れ合って元気に遊ぼう]


お知らせ


合併処理浄化槽の維持管理費を補助します


　合併処理浄化槽を適正に管理している方に、法定検査などに掛かった費用の一部を補助します。

対象地域　市街化調整区域で、公共下水道または農業集落排水の整備が将来にわたって行われない地域。

必要書類　①補助金交付申請書②建築確認済証の写しまたは浄化槽設置届出書の写し③法定維持管理（法定検査・保守点検・清掃）業者との契約書の写しなど。

　また年度末には、実績報告書・領収書・点検結果の記録などを提出してください。

補助金額　補助対象額の2分の1。上限は以下のとおりです。ⓐ法定検査　実際に掛かった金額ⓑ保守点検　9人槽以下は1万7000円、10人槽以上は1万9000円ⓒ清掃　浄化槽の容量1立方メートル当たり7800円。

◆浄化槽は適正に管理を　10月1日は浄化槽の日です。浄化槽を設置している方は、法定検査・保守点検・清掃が義務付けられています。また、公共下水道への接続などで浄化槽を廃止した場合は届け出が必要です。

問：補助金の申請は下水道経営課　電話：0463-21-8785へ。浄化槽の廃止の届け出は平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130へ。



Shonan BMWスタジアム平塚　感謝祭


　800インチの大型映像装置でアニメ映画「マダガスカル3」を芝生のフィールドなどから見ます。BMW社製自動車も展示します。

　10月18日（土）午後0時30分開場。小雨決行。Shonan BMWスタジアム平塚。ゴム底の運動靴。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233





土砂災害に注意しましょう


　土砂災害により、広島市では大きな被害がありました。何日か続く雨や突然の集中豪雨の時は、地鳴りなどの前兆現象やテレビ・ラジオの情報に注意して、早めに避難しましょう。詳しくはお問い合わせください。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



市文化祭をご覧ください


展示発表　華道・文芸10月9日（木）～12日（日）、中央公民館。書道・工芸15日（水）～18日（土）、美術館。写真・絵画・彫刻21日（火）～26日（日）、美術館。

舞台発表　日本舞踊・フラダンス・剣詩舞道・詩吟・奇術・洋舞・謡曲・琵琶（びわ）・三曲・長唄・音楽・民舞・民謡10月11日～11月1日の土・日曜日と11月3日（祝）、中央公民館。

その他　ビデオ映画発表会10月5日（日）、美術館。俳句18日（土）、中央公民館。短歌26日（日）、中央公民館。茶会11月3日（祝）、中央公民館。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123



都市計画の変更案を縦覧


　「真田・北金目地区地区計画」と「生産緑地地区」の都市計画変更案を縦覧します。縦覧期間中に意見書を提出できます。

　10月10日（金）～24日（金）の平日、午前8時30分～午後5時。本館6階のまちづくり政策課。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



中学校の入学説明会


　来年4月に市立中学校に入学する子どもの保護者を対象に、11月上旬～12月上旬に入学説明会を開きます。お問い合わせは各中学校へ。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118



地域安全運動の推進大会


　10月11日（土）～20日（月）の安全・安心まちづくり旬間にあわせ、防犯ポスター・作文の展示や表彰をします。県警音楽隊の演奏やカラーガード隊の演技などもあります。

　10月17日（金）午前9時～11時30分。みずほ小学校（北金目2-39-1）。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元で採れた旬の野菜や魚、名産品の販売のほか、ダンベル体操などをします。買い物をすると、いつもよりスタンプカードのポイントが多く貯まるハロウィーンイベントも開催します。

　10月19日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



競輪場で沖縄イベント


　平塚競輪場（久領堤5-1）に沖縄の物産展がやってきます。仮面ライダードライブのショーなどのイベントもあります。詳しくは平塚競輪場ウェブをご覧ください。

　10月11日（土）～13日（祝）、午後2時～8時30分。100円（15歳未満は無料）。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935



農地利用状況の調査


　遊休農地（耕作放棄地）や農地の違反転用の実態を把握するため、農地利用状況調査（農地パトロール）を10月上旬～11月中旬にします。

問：農業委員会事務局　電話：0463-21-9851



違反建築を防止します


　10月15日（水）～21日（火）は違反建築防止週間です。違反建築の未然防止のため、市内パトロールをします。

問：建築指導課　電話：0463-21-9732



TOKAIおひろめ芸術祭


　東海大学芸術学科が開催します。教員や学生たちによるものづくり体験コーナーなど、家族で楽しめるイベントが盛りだくさんです。

　10月11日（土）午前11時～午後3時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。JR平塚駅・大磯駅、小田急東海大学前駅から会場までのバスが運行します。バス利用には電話予約が必要です。

問：東海大学芸術学科美術学準備室　電話：0463-58-1211内線3470




[image: 八幡山の洋館で音楽を楽しみませんか]


　演奏は18日がクラシックと自由曲、19日が自由曲です。

　10月18日（土）・19日（日）、午前10時～午後6時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。60人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124


[image: 八幡山の洋館で音楽を楽しみませんか]


[image: 消防フェスティバル]


　はしご車や消防車の搭乗体験、消防団員の放水演技、少年消防クラブの火災予防演技があります。

　10月18日（土）午前10時～午後3時。小雨決行。総合公園。

問：消防署管理担当　電話：0463-21-9614


[image: 消防フェスティバル]




健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


介護予防事業の委託先を募集


　高齢者のための介護予防事業などの委託先を募集します。11月28日（金）午後1時30分から本館3階304会議室で開く説明会に必ず参加してください。

募：市ウェブなどにある応募書を、郵送または直接、11月7日（金）までに、本館1階の高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



家族介護教室


　市内在住・在勤で家族を介護している方ら。先着順。参加者が10人に満たない場合は中止。室内履き。動きやすい服装でお越しください。

①もしもの時の応急救護　10月21日（火）午後1時～3時。ニチイケアセンターさがみの国湘南（四之宮4-20-37）。15人。

②腰を痛めない介護の仕方　11月9日（日）午前10時～正午。サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。30人。

募：電話で、①はニチイ学館平塚支店　電話：0463-25-6682②はサンレジデンス湘南　電話：0120-510-327へ。
[image: 家族介護教室]

介護の仕方を学びましょう




高齢者のインフルエンザ予防接種


　12月までの早めの接種が効果的です。

　10月15日（水）～平成27年1月31日（土）に直接、実施医療機関へ。市内在住で、65歳以上の方と、60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器などに重い病気のある方。1500円。生活保護を受けている世帯や、市民税が非課税の世帯などは、接種費用が無料になる場合があります。詳しくは公民館にあるチラシや市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



健康講話


　冬に流行するインフルエンザとノロウイルスの感染予防の話です。

　11月6日（木）午後1時30分～2時30分。本館3階303会議室。市内在住の65歳以上の方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



認知症予防教室


　11月12日（水）午後1時30分～3時。本館3階304会議室。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



福祉教育サポーター養成講座


　小・中学校の福祉教育で、車いすや高齢者の疑似体験のサポートをするボランティアを養成します。

　10月24日～11月7日の金曜日、全3回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住で福祉関係の資格をお持ちの方や、サポーターとして活動したい方20人（先着順）。

募：電話または直接、10月6日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



がん検診を受けましょう


　10月はがん検診受診率50パーセント達成に向けた集中キャンペーン月間です。パネル展のほか、がん検診の申し込みも受け付けます。

　10月31日（金）までの平日、午前9時～午後5時（最終日は午後3時まで）。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111



健康教育


　保健センター。先着順。

①あなたの骨は大丈夫？　食事でできる骨粗しょう症予防　11月8日（土）午前10時～午後1時。市内在住・在勤の方40人。エプロン・三角巾・布巾。500円。

②糖尿病予防教室　11月16日～12月7日の日曜日、全3回、午前10時～午後0時10分。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けておらず、糖尿病の薬を服用していない方25人。飲み物・タオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：教室名・必要事項・生年月日を、①ははがき②は電話で、〒254-0082 東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



くすの木体操講習会


　10月17日（金）午後1時30分～3時。中原公民館（御殿2-17-38）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



小児慢性特定疾患の講演会


　小児がんの晩期合併症や、症状が落ち着いた後の生活についての講演です。

　10月24日（金）午前10時～正午。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。

募：電話で、平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130へ。



転倒骨折予防教室


　全7回。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。先着順。タオル・飲み物。動きやすい服装・靴でお越しください。参加者が各10人に満たない場合は中止。

　①11月4日～12月16日の火曜日、午前10時～11時30分。横内公民館（横内2506）。20人②11月5日～12月17日の水曜日、午後1時30分～3時。南原公民館（南原2-15-1）。20人③11月7日～12月19日の金曜日、午前10時～11時30分。レオスイミングスクール平塚校（平塚5-22-18）。15人（初めての方を優先）④11月7日～12月19日の金曜日、午後2時～3時30分。八幡公民館（西八幡1-10-22）。20人。

募：電話で、10月6日（月）午前9時から①は城西企業　電話：044-431-3961②は東京アスレティッククラブ　電話：03-3380-7044、同日午前10時から③はレオスイミングスクール平塚校　電話：0463-34-3575④は東京体育機器　電話：03-3625-6801へ。



日赤救急法の基礎講習会


　心停止した傷病者を救うための一次救命措置を学びます。検定試験があります。

　11月9日（日）正午～午後4時。勤労会館。中学生を除く15歳以上の方20人（抽選）。1500円。

募：開催日と講習会名・必要事項・生年月日を、はがきで、10月17日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



市民健康デイ


　血管年齢測定や救急講習会などをします。健康増進講演会も同時開催します。

　10月25日（土）午前9時30分～午後3時30分。保健センター。

健康増進講演会　親子で湘南ベルマーレの講師とボールを使って運動します。第1部は午後1時30分～2時15分。第2部は午後2時35分～3時20分。4歳以上の未就学児と保護者、各20組（先着順）。

募：講演会は、電話で、10月6日（月）午前9時から、健康課　電話：0463-55-2111へ。



講座　加齢と健康生活


　いつまでも元気に暮らすコツを学びます。

　10月25日（土）午前10時～午後0時30分。東海大学医療技術短期大学。50人（先着順）。

募：必要事項・参加人数を、はがき・ファクスで、〒259-1207北金目4-1-2東海大学医療技術短期大学　電話：0463-58-1211内線5411　FAX：58-4825へ。



手書き要約筆記入門


　耳の不自由な方に、音声の情報を文字で伝える方法を学びます。

　11月5日～12月17日の水曜日、全6回、午後1時30分～3時30分。福祉会館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具。500円。

募：電話または直接、10月6日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



薬剤師会の公開講座


　タニタ社員食堂の管理栄養士の講座で、テーマは「500キロカロリーのまんぷく定食のこつ」です。

　11月9日（日）午後2時～3時30分。平塚プレジール（八重咲町3-8）。400人（先着順）。

募：必要事項・参加人数を、はがきで、〒254-0082 東豊田448-3平塚中郡薬剤師会　電話：26 -8500へ。



弱視レンズ・拡大読書器展示会


　見えにくさで不便を感じている方のための視覚補助具を展示します。

　10月8日（水）午後2時～4時30分。平塚盲学校（追分10-1）。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




[image: コスモスの摘み取り]


　10月18日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（ひらつかサン・ライフアリーナ東側）。はさみ・花を包むものなど。汚れてもいい服装・靴でお越し下さい。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852


[image: コスモスの摘み取り]


[image: 生事業団きがいまつり]


　仕事の実演や工作体験、パソコン教室（次写真）、メダカすくいなどがあります。

　10月16日（木）～21日（火）、午前10時～午後3時。市民プラザ。

問：生きがい事業団　電話：0463-33-2335


[image: 生事業団きがいまつり]


[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


リコール情報に注意

　そろそろ暖房器具を利用する季節ですが、石油ストーブなどの器具のリコール対象製品をご存じですか。リコールとは、設計・製造上の不具合などで欠陥が判明した場合、法令の規定や事業者の判断で回収・無償点検・修理などの措置を取ることです。リコール対象製品をそのまま使い続けると火災など重大事故を引き起こす恐れがあるので、身近な製品の確認が必要です。リコール対象製品と分かったら使用を中止し、事業者に連絡して回収、修理などを受けてください。

　リコール情報の多くは、新聞の社会面の広告欄へ社告として掲載されます。最近では、全国のリコール情報を収集して新着情報を掲載する国民生活センターや消費者庁のウェブでも、家庭にある製品が対象か否かの確認ができます。また、新着情報をメールで受け取れるサービスもあります。

　消費生活センターにお問い合わせの場合、器具のメーカーや型番が分かると確認しやすくなります。安全に器具を使用できるよう、季節の変わり目などに時々点検しましょう。

[image: リコール情報に注意]




スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は、①～④がひらつかサン・ライフアリーナ⑤～⑦がトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①フラダンス　11月6日～12月4日の木曜日、全5回、午後1時30分～3時。25人。2570円。

②産後シェイプアップ体操　11月12日～26日の水曜日、全3回、午後1時30分～2時30分。市内在住の1年以内に出産した母親と乳児25組。

③男性フットサル（次写真）　11月6日～12月11日の木曜日、全6回、午後7時15分～8時45分。30歳以上の方40人。3080円。

[image: 男性フットサル]

④卓球　11月19日～12月24日の水曜日、全6回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級の計100人。4110円。

⑤はつらつ水中体操　11月5日～12月10日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時・コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

⑥アクアビクス　11月6日～12月11日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

⑦ジュニアフラダンス　11月14日～平成27年3月20日の金曜日、全15回、午後5時～6時。小学生30人。5140円。

募：教室名（コース名）・必要事項・年齢（②は子どもの氏名と月齢も）を、はがきで、10月15日（水）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



首都大学野球　秋季リーグ戦


　10月18日（土）午前10時30分、東海大-日体大。午後1時、帝京大-筑波大。19日（日）午前10時30分、筑波大-帝京大。午後1時、日体大-東海大。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券のみ販売。大人1000円、大学生・高校生・中学生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



キッズサイクルスクール


　自転車の安全な走り方を教えます。

　10月18日（土）、コース1は午前10時30分～11時30分。コース2は午後1時30分～2時30分。小雨決行。馬入ふれあい公園（中堂246-1）。身長100センチ以上の4歳～小学校3年生の方、各20人（抽選・保護者同伴）。500円。

募：教室名（コース名）・必要事項・年齢を、はがきで、10月11日（土）までに、〒254 -0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



体育館を個人開放します


　①金目中学校（南金目1013-2）。10月13日（祝）・27日（月）、11月10日（月）・24日（休）、午前7時～9時。バドミントン・バスケットボールなど②みずほ小学校（北金目2-39-1）。11月15日（土）午後1時～4時。卓球・バドミントン・ショートテニスなど。

　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下の利用は保護者同伴。本人確認ができる免許証など・室内用運動靴・運動用具。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




[image: みんなの力]


囲碁で全国7位の快挙



　7月の文部科学大臣杯小・中学校囲碁団体戦で全国7位に入賞した、浜岳中学校囲碁部。左から田丸冬尉（とうい）さん、山岡秋桜（こすもす）さん、松本良亮さんです。家族の影響や、友達に誘われて囲碁部に入ったなど、囲碁を始めたきっかけは違いますが、向上心旺盛な3人。部活だけでなく、囲碁教室やインターネット対戦などで腕を磨き、今回の快挙にも「もっと上位に行きたかった」と大会を振り返ります。

　囲碁の魅力を「熱中できる楽しさがある」、「世代を超えた交流ができる」、「相手の気持ちや立場を考えやすくなる」とそれぞれ語ります。部活を引退した3人ですが「これからも囲碁は続けていきます」と笑顔で口をそろえていました。

[image: みんなの力]




市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇行政

10月6日（月）午後1時～4時




◇税務（予約制）

10月24日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

10月10日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

10月10日（金）午後1時～3時




◇多重債務（予約制）

10月14日（火）・28日（火）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

10月14日（火）午前10時～4時




◇許認可各種届け出

10月7日（火）、11月4日（火）、午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

10月27日（月）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

10月3日（金）・17日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

10月21日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

10月14日（火）、11月11日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時





保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

10月22日（水）、11月7日（金）、午後1時～3時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。





こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

10月7日（火）・21日（火）、11月4日（火）、午後1時～4時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

10月20日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

10月8日（水）・22日（水）、午後1時～4時50分




[image: ヒラツカルチャー]

中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 6·14·20·27·31日·11月4日



■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分。①10月11日（土）中央図書館②22日（水）西図書館（山下760-3）③11月12日（水）北図書館（田村3-12-5）④16日（日）中央図書館。

募：電話または図書館ウェブで中央図書館へ。




■中央図書館　映画会

　日曜日午後2時。3階ホール。10月5日〔子ども映画会〕ピーターパン（アニメ）。12日〔子ども映画会〕バンビ（アニメ）。19日〔一般映画会〕カリフォルニアの星のもと（実写）。26日〔子ども映画会〕シンデレラ（アニメ）。11月2日〔子ども映画会〕三人の騎士（アニメ）。




■秋のこども人形劇

　演者は劇団ちろりん。演目は「小人のくつや」。

　10月16日（木）午前の部11時、午後の部2時30分。3階ホール。各100人（当日先着順）。

　整理券は当日午前9時から、1階こども室のカウンターで配ります。




■図書館体験

　高校生を除く市内在住の18歳以上の方、各6人（抽選・昨年参加していない方を優先）。

　Ⓐ書庫の見学中心①10月22日（水）②11月8日（土）。午前9時30分～正午。Ⓑ書架の整理中心③12月5日（金）午後2時～4時30分。Ⓒ書庫の見学と図書館クイズ中心④11月21日（金）⑤12月7日（日）。午前10時～午後3時。

募：必要事項・年齢・参加希望日（第1・第2希望日）を、はがきまたは図書館にある申し込み用紙で、郵送または直接、10月12日（日）までに、中央図書館2階貸出室へ。




■ストーリーテリング講座

　初心者向けに、お話しを語る実演方法などを教えます。

　11月14日（金）午前10時～正午。3階会議室。市内在住で、図書ボランティア活動をしている方ら30人（抽選）。

募：講座名・必要事項を、往復はがきで、10月17日（金）までに、中央図書館へ。



博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 6·14·20·27日·11月4日



■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。70人（当日先着順）。

☆幻の流星群を追って

　10月26日（日）までの土・日曜日、午前11時と午後2時。11日・25日の土曜日午前11時は、幼児向け投影「ちきゅうをさがせ」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ

　音楽と共に星空を眺めます。

　10月19日（日）午後4時。

☆国際科学映像祭ドームフェスタ2014　人気上位作品

　イヴニング・ミュージアム・ウイークとして、同フェスタで人気の高かった6つの作品を日替わりで上映します。

　10月21日（火）～26日（日）、午後4時。無料。




■自然観察をしよう

①キノコの観察会

　吉沢地区のハイキングコースでキノコを観察します。

　10月16日（木）午前10時～午後4時。15人（抽選）。小学生以下は保護者同伴。雨天中止。

②自然教室「葉っぱ入門」

　葉脈標本をつくります。

　10月25日（土）午後1時～3時。科学教室。小学生以上の方20人（抽選・小学生は保護者同伴）。

募：必要事項を、往復はがきまたは博物館ウェブで、①は10月7日（火）②は14日（火）までに、同館へ。




■平塚の地盤

　10月30日（木）まで。寄贈品コーナー。




■考古学入門講座 道路と交通1

　2回シリーズ。次回は11月22日（土）に開催予定です。

　10月25日（土）午後3時～4時30分。講堂。50人。




■皆既月食を見よう

　10月8日（水）午後6時～9時。屋上。雨天曇天中止。




■ろばたばなし

　10月19日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。



美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 6·14·20·27日·11月4日



■横山大観の富士展

　10月11日（土）～11月24日（休）。一般900円、高校生・大学生500円。




■松尾敏男展

　10月11日（土）～11月30日（日）。一般200円、高校生・大学生100円。




■美術館ワークショップ

　抽選。

①バックヤードツアー

　普段見ることができない、美術館の裏側を巡ります。

　11月2日 （日）午後2時～3時。小学生以上の方12人。

②松尾敏男展関連イベント　墨で描こう

　松尾敏男さんが講師です。

　11月8日（土）午後1時30分～4時30分。中学生以上の方20人。300円。

③はじめての油絵教室

　油絵で静物を描きます。

　11月9日（日）午後1時30分～4時30分。小・中学生12人。1500円。

募：講座名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号を、はがき・ファクス・メールで、①は10月16日（木）②③は23日（木）までに、美術館　メール：artmuse@へ。メールの場合は、タイトルを「ワークショップ応募」に。




■市民アートギャラリー

　10月7日（火）～12日（日）波の子造形教室作品展。11日（土）・12日（日）親と子の写生会作品展。15日（水）～18日（土）市文化祭（書道・工芸）公募展。21日（火）～26日（日）市文化祭（写真、絵画・彫刻）公募展。30日（木）～11月3日（祝）わたしたちの絵画展。5日（水）～9日（日）爽実（そうじつ）展。



[image: 音楽を楽しもう]


■クリスマスコンサート「サンタクロースの贈り物」

[image: ]

　レット・イット・ゴーやジングルベルなどを歌います。

　12月7日（日）午後1時開場。市民センター。第1部ディズニーの世界、第2部クリスマス・ソング。一般2,000円・高校生以